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高周波誘電加熱による印刷関連での乾燥
及びマイクロ波による薄膜シートの加熱
浅 見　　 忍　 （あさみ　しのぶ）富士電波工機株式会社　第一機器部

要約　高周波誘電加熱とマイクロ波加熱は、電気部品、食品、自動車、建材、医薬品、セラミックス製
造など多くの分野で利用されている。新商品・新材料の開発に加え、生産工程での電気使用量の見直し
機運の高まりから、再度注目されている。シートの加熱・乾燥に格子電極式の高周波誘電加熱が活用さ
れているが、これは熱風など従来方法に比べ加熱効率が高く、高周波誘電加熱の特長を活かした応用の
ひとつである。本稿では高周波誘電加熱の原理、電極・装置構成の説明、実用例として格子電極による
印刷関係、特にビジネスフォームの糊乾燥用と水性インクジェット乾燥を紹介する。合わせて薄膜を対
象とした半導体式マイクロ波電源による加熱の応用、ITO膜・ZnO膜・金属蒸着膜等の磁場加熱例や金
属ナノインクを低温焼成した例も紹介する。

1．　はじめに

　高周波誘電加熱・マイクロ波加熱は、電気部品をは
じめ食品、自動車、建材、医薬品、セラミックス製造
など多くの分野で利用されている。これらは CO2 を
排出せず、作業環境を悪化させないクリーンなエネル
ギーであるが、近年、生産工程での電気使用量の見直
し機運の高まりから、高周波誘電加熱・マイクロ波加
熱の特長である“対象自体が加熱する高い加熱効率”
が再度注目され、その動きは多くの業界・工程で起こっ
ている。
　今回は高周波誘電加熱・マイクロ波加熱の基礎知識
と、対象の自己発熱・加熱効率の特長を活かした例と
して、高周波誘電での印刷乾燥での事例を紹介する。
　この応用は最近では印刷関連を越えてさまざまな
シート状の対象の加熱・乾燥工程で希望も高まってい
る。
　更には、半導体式マイクロ波による薄膜の加熱も検
討が進んでいる。

2．　高周波加熱の原理と特徴

　高周波・マイクロ波は電磁波であり、電磁波とは直
交する電界と磁界の相互作用によって伝播する電気の
波の総称である。この中には太陽や宇宙より飛来する

もの、地球上の自然現象として発生するもの、人工的
に作り出されて放送や通信に利用されているものなど
があり、その波長によって長波、超短波、マイクロ波、
紫外線などに分類されている。われわれが生活の上で
最も親しみがあるのはラジオやテレビ、携帯電話など

表 1　電磁波の分類


